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木
き こ な い

古内町木
き こ な い

古内 1遺跡

擦文文化期の溝状遺構

　遺跡は、JR 木古内駅から北東へ約１km、標高 8 〜 11 ｍ
程の津軽海峡を望む海岸段丘に位置しています。平成 22 年度
に引き続き２ヵ年目の調査となります。
　遺構は竪穴住居跡５軒、土坑 18 基、焼土１ヵ所、溝状遺
構１ヵ所が検出されました。竪穴住居跡は縄文時代前期後半
のものが多く、柱や屋根材が炭化した状態で残る焼失住居跡
も1 軒みられました。
　溝状遺構は幅約 30cm、深さ約 30 〜 35cm の掘り込みが
段丘縁に沿って 30 ｍ近く続くものです。底面には柱穴列がみ
られる部分と鋤先痕が連続してみられる部分とがあります。覆
土上面に苫小牧−白頭山火山灰（10 世紀前半降下）が堆積し
ているため、それ以前のものと考えられます。
　津軽海峡を挟んだ対岸の青森県では、同じ時期に類似した
溝が見つかっています。それは溝を掘り、そこに板を連続して
差し込んで立て、板塀を造った状況と考えられています。柱穴
は差し込んだ板を、塀として強化した柱あとの可能性がありま
す。しかし、今回の溝に関して、溝を掘った際の道具痕が残
る部分については、板を差し込んだとは考えにくく、途中まで
塀を作りかけたものの、中止した可能性があります。
　この溝については様 な々解釈が出来ると思います。ただ、白
頭山火山灰降下以前の時期にこのような技術を用いて板塀を
造った跡であるならば、北海道では最も古い事例と言えます。

　遺跡は、JR 上磯駅から北北西に約 3.4㎞、標高約 15 〜
20 ｍの低位段丘上に位置しています。
　昨年度からの調査により、盛土遺構、石囲炉を伴い重複
する竪穴住居跡、フラスコ状のものを含む土坑、T ピット、
小ピットなどの遺構が確認されています。
　遺物は、縄文時代中期末葉〜後期前葉の煉瓦台式から涌
元式の土器、同時期のものとみられる石器が多く出土して
おり、遺構もほぼこの時期のものと考えられます。特徴的
なものとして、ヒスイ製の玉、土偶、ミニチュア土器が盛
土付近で出土しています。

北
ほくと

斗市押
おしあげ

上１遺跡

　遺跡は、北海道最南端白神岬から北東に約６km、吉岡
川河口右岸の標高 24 ｍ前後の海岸段丘上に位置します。
平成 21 年度から続く調査で今回が第３次です。
　調査区のほぼ全域が縄文時代前期末から中期前半期に形
成された「盛土遺構」で、部分的に後期前葉の盛土も認め
られます。今年度は竪穴住居跡９軒、フラスコ状を含む土
坑４基、焼土 17 ヵ所、剥片集中３ヵ所が発見されています。
縄文中期前葉の竪穴住居跡からは、おびただしい量の土器 ･
石器とともに頭部と両手 ･ 足を欠いた板状土偶が見つかり
ました。
　20 万点にも上る土器 ･ 石器に加え、土・石製品も多彩で
す。鐸型土製品、土製円盤、岩偶（長さ 37cm、幅 29cm：
表紙写真）、異形石器、石棒、軽石製品等が出土しています。
また、滑石製玦状耳飾が７点追加されました。

福
ふくしま

島町館
たてさき

崎遺跡

板状土偶（長さ 14cm、幅 9.5cm）

竪穴住居跡
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　遺跡は、木古内遺跡から南西約 150 ｍに位置します。昨
年度は台地上から縄文時代前期後半の竪穴住居跡６軒、フ
レイク集中１ヵ所を検出しました。今年度の調査は昨年に
引き続き２年目になります。今年度の調査範囲は、昨年検
出した遺構のあった台地 ( 標高約 10 ｍ ) の段丘崖から低地
部にいたる 330㎡です。
　斜面上および斜面下から縄文時代前期の土器片や石器類
が出土しています。包含層は最も低いところで現地表から
3〜4ｍ深いレベルにあり(標高約3〜4m)、矢板打設工事後、
ベルトコンベアを使用して調査をおこなっています。遺物
が出る範囲は段丘崖の直下のみで、遺構は見つかっていま
せん。遺物を含む層は自然堆積によるものと思われます。

木
き こ な い

古内町木
き こ な い

古内２遺跡

木
き こ な い

古内町大
おおひら

平１遺跡

　遺跡は、JR 木古内駅の北東の２km、河口から 200 ｍほ
ど遡った標高 10 ｍほどの孫七川右岸に位置します。調査
は平成 21 年度から開始され、今年度で３年目です。
　今年度の調査で盛土遺構、竪穴住居跡 18 軒、土坑 10 基、
焼土７ヵ所などと共に縄文時代・擦文文化期の遺物が出土
し、そのほとんどは縄文時代前期後半の円筒土器下層ｃ式
〜同ｄ式期の土器・石器です。
　円筒土器下層ｃ式〜同ｄ式期の住居跡は９軒検出され、
上屋に葺き土構造が認められています。住居跡は、焼土・
炭化物・焼骨片を多量に含む盛土層に覆われています。覆
土からは多量の遺物が出土し、焼骨片・粘土・砂が入れら
れた土器 120 個体が層位的に出土した例もありました。

ベルトコンベアーを利用した低地部の調査

竪穴住居跡

○弓なりに湾曲した木製品の正体は？　美々８遺跡低湿部

　もう 20 年も前のことですが、この時期になると、あの苦しくも楽しい夏の日々を思い出します。今号ではアイヌ文化期
の美々８遺跡から出土した「弓なりに湾曲した木製品」について振り返ってみます。この木製品は部分的な破片のため、
最初はどんな用具なのかまったく判りませんでした。長さは約 50cm で大きくうねるように曲がった弓状のモノでした。幅・
厚さともに約 2.5cm、断面を隅丸方形に丁寧に加工しています。中央部には三ヶ所に抉り削った平な凹みが見られました。
最初はその形から誰もが弓と考え、アーチェリー（洋弓）の弓に似てる？中国の弩（ど）やヨーロッパのクロスボウでは？
短くて細身なのでやはりアイヌの仕掛け弓では？と次々と意見が飛び交いました。泥を落すと内から外への小孔が 1 列連
続し、貫通部分もあります。するとラケット状の枠、タモ枠の破片かもしれないとの新たな推測が。このように現場の仲
間達と議論し、語らうことは考古学を学ぶ者にとって至福の一時。こんな語らいから新たな発見が生まれることもありま
す。私は急いで宿にもどり、萱野茂氏の『アイヌの民具』を穴が空くほど探しましたが見あたりません。当時は唯一のア

　担当調査員のこころに残ったセンター調査遺跡・遺物
　広報誌「テエタ」が創刊された平成 9 年 3 月以前に当センターが発掘調査した遺跡・遺物等において、当時の担当調査員のこころに
強く印象が残っていることがらを連載することになりました。第３回目は、田口課長と鈴木課長が担当いたします。
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写真１　美々８遺跡出土カンジキ（重要文化財） 図 1　出土チンルの模式図

写真 2　札幌市K39遺跡（擦文）

イヌ民具の実測図集成でした。あの形が四六時中頭から離れず、『アイヌ民族誌』、『児玉コレクション目録Ⅰ・Ⅱ』、『東京
国立博物館図版目録等』など、思いつく資料を次から次へと探しても見つかりません。そんなある日、ふと目にした本があ
りました。『若者たちと民具−モノは彼らに何を語ったか』という民俗学の概説書です。それは岩手大学の博物館実習受講
生の民具実測図と観察記録をまとめたものでした。何と探していたモノはその中にあったのです。資料名：雪カンジキ、材
料：桑材、さるなしの蔓・・・、使用方法：マタギが雪の深山に入る時・・・。製作技法や資料の詳細な観察が記載されて
いました。それを見て、ピンときて北海道大学植物園の博物館にある同様のモノを思い出したのです。「百聞は一見にしかず」
とはこのことです。間違いなくあの木製品はアイヌ民具の「カンジキ」でした。図録集の小写真では、構造や細部がわから
ず見落としていたのです。目から鱗が落ちるようでした。この時、報告書においても、細部の拡大図や鳥瞰写真、模式図を
併用し、見る者に直感的、立体的に資料を理解させる工夫が必要なことを強く感じたのです。木製品実測は単なる図ではな
く、発見された生活用具の詳細な観察記録と復元のための設計図なのです。失われつつある生活用具（民具）の構造調査や
材質分析を行い、さらには保存処理を施し、未来に伝え残すことが私達の使命。出土木製品は、正に『若者たちと民具』の
第１章「モノから学術資料へ」の標題どおりとなったのです。今、失われたはずのアイヌ生活用具が、アイヌ考古学の学術
資料となり、国指定の重要文化財として北海道立埋蔵文化財センターに大切に収蔵・展示されています。

カンジキについての概略
　カンジキは新石器時代の北欧から北アジア・北アメリカに伝わったと言われています。北半球の各地域に特徴的な形態
がみられ、日本でも積雪の多い山陰地方から北海道まで種々の形態が見られます。漢字ではカンジキを樏・橇・檋・　な
どと表記します。カンジキの形態は①単輪型（１本の輪材で作られた円形、楕円形、瓢箪型のもの）、②複輪型（２本の輪
材でつくられた楕円形のもの）③すだれ編み型（木または割竹を横に並べてすだれ状にしたもの）の大きく３つに分けら
れます。カンジキは積雪量・雪質や使用目的によって形態が異なり、アイヌのカンジキではチンル（cinru）と呼ばれる堅
雪用とテシマ（tesma）と呼ばれる軟雪用の 2 種類が知られています。確実なカンジキが遺跡から発見されたのは美々８
遺跡（写真１、図 2）が初めてで、その形態はアイヌのチンルそのものでした。それは樽前 a 火山灰（1739 年降下）と樽
前ｂ火山灰（1667 年降下）に挟まれた 0B 層と 1667 年を遡るⅠ B 層から出土しました。構造は前方に向かって反り上がり、
先端部分を組合せて紐で巻留めたものです。中央部には足載せの紐（樹皮または獣皮）を固定する抉りがあり、内側にサ
キリと呼ぶ軸を刺す小孔が連なっています。サキリは滑り止めや沈降防止の効果があり、折れても簡単交換できる優れも
のです。カンジキ本体の樹種はクワ属製で、サキリはアジサイ属のノリウツギでした。最近流行のスノーシュー（snowshoe）
と呼ばれる合成樹脂やジュラルミン製などの西洋カンジキにも良く似ています。しかし、急斜面の登坂やとりまわしの容
易さ、軽さはチンルの方が上かもしれません。
　カンジキの可能性がある遺物は古くは縄文時代の八戸市是川中居遺跡から蔓を井桁状に縛ったものが報告されています
が未確定です。道内では美々８遺跡の報告後に道内各地で発見が相次ぎ、札幌市Ｋ 39 遺跡（写真２　擦文　９世紀前後）、
ユカンボシＣ 15 遺跡（擦文〜中世）、上ノ国町勝山館跡（17 世紀　笹浪家宮ノ川地区）、北見市常呂川河口遺跡などから
出土しています。これらは冬期間においても、各地域で生活が営まれていたことを明らかにし、当時の人々のダイナミッ
クな交流の歴史を物語っています。また、アイヌの「夏・冬」のコタンの様相を検討する手がかりともなり、北方地域か
ら北海道および北東北（特に岩手側）の地域差や形態的な変遷を窺う貴重な資料となっています。夏にカンジキのお話で、
少しは涼を感じていただけましたか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１調査部第１調査課長　田口　尚）

参考文献
　萱野茂　1978『アイヌの民具』アイヌの民具刊行運動委員会編すずさわ書店
　※掲載民具は国の重要有形民俗文化財として、二風谷アイヌ文化博物館で展示されている。
　名久井芳枝　1991『若者たちと民具─モノは彼らに何を語ったか』文・実測図：岩手大学生　一芦舎
　（財）北海道埋蔵文化財センター　1997　『美沢川流域の遺跡群 XX　千歳市美々８遺跡低湿部』（北埋調報 114）　
　氏家　等　1998　「カンジキの発生と拡がり−瓢箪型カンジキを中心に−」『北の文化交流史研究事業中間報告』北海道開拓記念館　
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○千歳市ユカンボシC15遺跡で出土した古代（擦文文化期）の墓

周溝墓全景（左下から右上へ　X− 1、X− 2、X− 3） 鋤による周溝掘削の跡（X− 1）

　在職 23 年目になりましたがつくづく思うことがあります。それは、われわれの仕事が ｢思い込み排除と定説の克服｣ であ
るということです。特に発掘調査では予期せぬ遺構・遺物と遭遇して考え込むことがしばしばであり、悩むことが醍醐味に
なります。数々経験した調査のなかで今回振り返ってみるのはユカンボシ C15 遺跡から検出された周溝を持つ古代の墓 ( 以
下、周溝墓 ) です。振り返ってみる理由は以下です。ひとつは、この墓は今から約 60 〜 80 年前に調査 ( ただし、後藤遺跡に
ついては昭和 55 年に追認調査実施 ) が行われたもののその後は検出されず、私にとって未見隔世の遺構だった。もうひとつは、
発見のきっかけが夕方の低い太陽光線という偶然の条件だった、からです。
　ユカンボシ C15 遺跡の調査は平成 8 年から 10 年までの 3 年間行われ、周溝墓は平成 9 年に調査されました。調査は当初全
体の 25％を先行させて遺跡の構成を把握しました。この時点でも検出されませんでした。残りの 75％の調査を行い調査区北
側では擦文文化期の土坑墓群が検出されましたが、調査区南側で旧地表面にわずかの窪みが 1 箇所 ( 後に X − 1 と呼ばれる
周溝墓の墓坑 ) あったのを確認したのみでした。くぼみが人為によるものなのか確かめるため、旧地表全体を 3cm 下げたと
ころ擦文文化期の遺物がやや集まる部分とそのくぼみが重なることがわかりました。しかし周溝墓とは想定していません。
　遺物の集まりが検出された日、日が傾いて地表のでこぼこの影が長くなった夕方に、巾約 0.2m、直径 5m の輪が影で見えてき
ました。そこの土色をよく観察すると、周囲の黒土より若干褐色がかっていることに気がつきました。さらに、輪状形の内側に
は若干褐色がかった紡錘形の僅かなくぼみが見えてきました。遺物の集まり・褐色の輪形と二つの僅かなくぼみ（後にもう 1 基
検出）がそろったのでこれは特別な遺構であるという認識に至りました。しかし、残念ながら X − 1 の周溝の北側一部は検出で
きませんでした。というのは、周溝墓があるという認識が生じる前に排土用通路を確保のため先行調査を行ったからです。いっ
ぽう、X −２・３は、周溝墓が単独で存在する可能性が低いことから X − 1 の検出中に存在が予測され、首尾よく検出できました。
　次にこの墓の前例がないかと調べたところ「北海道式古墳」（「所謂古墳」･「古墳様墳墓」・「末期古墳」・「墳丘墓」・「小盛
土墳」・「小型 ( 形 ) 墳丘墓」とも呼ばれました）が相当し、東北地方ではこのような遺構を「末期古墳」・｢円形周溝墓｣・｢円
形周溝｣・「円形周溝遺構」・「環状溝」・「環状遺構」・「方形周溝墓｣ と呼んでいました。しかし、しっくりきません。なぜな
ら、ユカンボシ C15 遺跡例は墳丘が 8cm 前後と低平であり、加えて墓坑が複数設置（3 基）されていたからです。一部の要
素 ( 墳丘があり、周溝がある ) を取り上げて「北海道式古墳」に当てはめ理解することはよくないと考え、調査中・報告書に
おいてはあえてそれらの言葉を使わず ｢周溝のある墓｣ と呼びました ( 平成 16 年私論考において ｢周溝墓｣ と改称 )。
　調査報告当時において北海道式古墳・周溝墓の分布は、石狩川水系において南は千歳市、北は深川市で、日高地方の平取町
にも 1 遺跡ありました。今年になって札幌市北海道大学構内でも発見されて話題を呼び、札幌市内では 3 番目の発見となりま
した ( Ｎ 30 遺跡で 1 基、Ｋ 39 遺跡で 2 基 )。市内では今から 132 年前に Edward Morse が大学付近で 11 基を実見 ( 下掲文献
挿図 374 より ) して２基を掘開しました。彼の現況目視によると墳丘規模の最大は直径約 6.1 ｍ・高さ 0.8 ｍだったそうです。
　北海道において ｢墳丘があり、周溝がある」墳墓は擦文文化期に限りません、アイヌ文化期にも同様の墓があります。ア
イヌ墓の封土も 10㎝〜 20㎝未満と極めて低平で、周溝平面形は長楕円形 ･ 馬蹄形 ･ 方形があり、周溝の深さも 10㎝〜 20㎝
未満と浅めです。また、この型式のアイヌ墓は石狩低地帯〜日高地方に主に分布しています。今のところ 11 〜 15 世紀の周
溝墓は検出されていません。16 世紀に突如再出現した墓型式ということも考えられますが、以上の共通点から擦文文化に系
譜が辿れる可能性が非常に高いと考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１調査部第２調査課長　鈴木　信）
　
参考文献　　E・S　モース	 1929『日本 その日その日　（下）』石川欣一 訳 ( 科学知識普及会 )
　　　　　　（財）北海道埋蔵文化財センター	 1998『千歳市　ユカンボシ C15 遺跡 (1)』( 北埋調報 128)
　　　　　　札幌市教育委員会	 2004『N30 遺跡　第２次調査』
　　　　　　鈴木　信	 2004「「北海道式古墳」の実像」『新北海道の古代 3 −擦文・アイヌ文化』（北海道新聞社）
　　　　　　札幌市教育委員会	 2009「第 4 章 10 Ｋ 39 遺跡」『平成 16 〜 20 年度 調査報告書』（市内遺跡発掘調査報告１）
　　　　　　鈴木　信	 2009「アイヌ文化期の墓制」『日本の中世墓』（高志書院）
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◆交通案内◆
・JR 大麻駅から、徒歩約 20 分
・新さっぽろバスターミナルから
　● J R バス（文京台線循環）
　　夕鉄バス（文京通西循環）「くりの木公園前」下車徒歩 5 分
　● J R バス（江別方面行き）「北翔大学前・札学院大前」
　　夕鉄バス（江別方面行き）「北翔大学・札幌学院大学」
　　下車徒歩 15 分　江別市立文京台小学校となり

○採用（４月１日付）		
　湯田　俊一	 総務部業務課参与	
　佐藤　龍夫	 総務部業務課参与	

○退職（３月３１日付）		
　西田　　茂	 第２調査部長　	
　大良　準一	 総務部業務課参与	
　増田　幸政	 総務部業務課参与	

○人事異動

○北方領土を望むオホーツク文化期の調査へ

○昇任（４月１日付）		
　三浦　正人　　第２調査部長　　　　　	 第１調査部第２調査課長から
　土肥　研晶　　第１調査部第３調査課長	 第２調査部第３調査課主査から
　笠原　　興　　第１調査部第４調査課長	 第１調査部第４調査課主査から　
　末光　正卓　　第１調査部第２調査課主査	 第１調査部第２調査課主任から
　坂本　尚史　　第１調査部第４調査課主査	 第１調査部第４調査課主任から
　大泰司　統　　第２調査部第３調査課主査	 第２調査部第３調査課主任から
　佐藤　　剛　　第１調査部第３調査課主査	 第２調査部第２調査課主任から
　立田　　理　　第２調査部第１調査課主査	 第２調査部第２調査課主任から
　広田　良成　　第２調査部第３調査課主査	 第１調査部第２調査課主任から

　根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群の調査が今年もはじまる。私も過去 2 年度の調査に参加しており、今年の成果に期待す
るところは大きい。トーサムポロ湖は根室半島東端の納沙布岬から 5㎞西側にある周囲 3.3㎞の海跡湖で、厳冬のアサリ漁で
有名である。周囲の段丘上に 2,000 基以上とみられる、縄文時代から擦文文化期にわたる竪穴住居で構成されたこの集落跡
遺跡が広がっている。オホーツク文化期からアイヌ文化期にあたる貝塚も確認されている。
　平成 21・22 年度の調査は湖口段丘部両岸で、縄文時代早期条痕文土器 ･ 石刃鏃文化や前期押型文土器期の竪穴、近世中
頃のアイヌ文化期の集落跡などを確認した。アイヌ文化期の集落跡は、360㎞以上遠く離れた樽前山が 1739 年に噴火した際
の火山灰に覆われており、建物・貝塚・杭列・送り場などで構成されている。貝塚から出土する貝や獣骨などからみると、海・
湖・丘のすべての恵みを享受した営みを窺い知ることができる。縄文の昔から安定した資源確保ができていたのだろう。
　遺跡から北方の海上を眺めると、国後島が指呼の間に望まれる。1789（寛政 1）年、松前藩の場所請負制度による漁場経
営商人の非道に苦しんだ国後島のアイヌが蜂起、根室地方（目梨）のアイヌもこれに呼応したクナシリ・メナシの戦いが起
こった。今回調査できたアイヌ文化期の集落跡は、まさにこの時代に営まれたものとみられ、当時の人々の生活を知る貴重
な資料となる。国境問題もなく自由渡航できた頃には、“海・湖・丘の恵み”に加え“島の恵み”も掌中にあったのだろう。
　今年度はこれらの貝塚とともに、オホーツク文化期の竪穴が調査を待っている。オホーツク文化はアイヌ文化の礎になっ
た要素を色濃く持ち、近年、調査研究も進んできている。根室の地は考古学史を繙いてみると、モースが大森貝塚を調査し
た翌年の 1878（明治 11）年、ジョン ･ ミルンが根室港弁天島で発掘をし、1881 年英国人類学協会誌に発表している。この
時発見報告されたのが、なんとオホーツク式土器なのである。
　30 年を超えるわがセンターの発掘調査でも、オホーツク文化期の本格的な調査は、初のこととなる。調査地としても歴
代最東端の地で、どんな成果がもたらされるやら。期待は高まるばかりである。　　　　　（第２調査部長　三浦　正人）


